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頭巻 言

「モラル・ハザード」とは、道徳心や誇り、ま

たは規律の混乱や崩壊、消失を招く状況をいうが、

わが国の現状をほんの一分野垣間見ただけでも、

「憂国心」がふつふつと頭をもたげ抑えることが

できないでいる。

一つ、救急車の年間出動件数が増加し、平成

20年は約510万件と、10年前の約1.4倍になった。

とりわけ若い世代ではタクシー代わりにしたり、

昼間は仕事で忙しいので夜間に救急車で急患とし

て病院に飛び込んだりするというではないか。ま

るで、ある物は利用しなきゃ損と言わんばかりで

ある。当然、真の救急患者が利用できないことも

少なくない。筆者の20年前の経験でも、救急車

の必要性があったのはせいぜい 1 割程度であっ

た。一昔前は「医者にはかかったことがない。

少々の病気は自分で治す」という硬骨漢がたくさ

んいた。しかし今やこの有様で、20年以上も無

策の行政によりコストはうなぎ上りである。

二つ目、特養の入居待ち数が40万～50万人と

いうではないか。なかには中級以上の給与所得生

活者である子息が、高齢になった親を入所準備の

ために世帯分離し、年金のみの低所得者として待

機している場合もある。今や介護保険のもと、国

民のすべてに入所の権利があり、それを利用しな

ければ損であるという風潮に変化してしまった。

そしてこれが貧富の格差拡大の一因にもなってい

るのである。介護保険制度がスタートして各市町

村が入所順位を決めていた措置制度が廃止され、

入退所が自由になってからは、「あっ」という間に

親を国や公的施設には預けないという「プライド」

のようなものが吹き飛んだ。もちろんコストは跳

ね上がり、この先もどこまで行くかわからない。

三つ目は、国が特養の70％、老健施設の50％

を整備目標にし、「ユニットケア」を強く指導す

ることである。しかし、今や高齢者は激増し、介

護保険施設の利用者は当然増え続けている。この

ような状況にあっては、普通「質より量」を優先

すべきではないだろうか。飛行機に例えれば、エ

コノミークラスを増便したほうが、ファーストク

ラスばかりにするよりもはるかに経済的に量を賄

える。「ファーストクラスをお望みの場合は、ご

本人かご子息の負担で勝手にどうぞ」となるはず

が、北欧の社会民主主義（租税負担率70％以上）

に右へならえでもあるかのように、社会保険の名

のもと、国民はすべて平等でなければ「ダメ」と

言うのである。本人が「エコノミーがよい」と言

っているのに、「アンケート調査した結果、ファ

ーストクラスが絶対によいですよ」と、約900兆

円の借金大国のわが国は、今後短期間で爆発的に

増える高齢者のサービスを高コストにリードして

いるのである。

また、イソップ物語の『アリとキリギリス』の

話ではないが、アリさんは働きに働いて保険料を

支払っていながら、冬場にはさまざまな制約を受

け、サービスの悪い高齢者ケア施設を窮屈な思い

で利用している。それに反し、若い時代に放蕩の

限りをつくし、ろくに働きもせず保険や年金も支

払ってこなかったキリギリスさんは、老後に社会

保障のメリットを受け、アリさんよりも幸せに暮

らしている者が多いというではないか。自己責任

の原則はどこに行ってしまったのであろうか。一

人の有病高齢者のサービスには少なくとも年間に

して400万～500万円はかかるのである。そして、

この種の話は推挙にいとまがなく理解に苦しむ。

わが国の財源は本当に大丈夫なのか？　このよ

うな「官製モラル・ハザード」の拡がりが、労働

や納税、そして年金や介護の保険加入のモチベー

ションの低下にはじまり、親の虐待や放棄、そし

て子殺しにまで影響しているようで、国の将来が

とても恐ろしい。
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